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１ 概 要 

 

（１）開催日時と会場 

    令和６年 11月１６日(土） 18時 3０分～２０時３０分  

オークホール（研修室） 

 

（２）参加者数 

１7名 

 

（３）参加議員数 

    1０名 

     議長   畠田 勝廣 

副議長 合戸 精一 

議員   池口 大和 

議員   櫻木 秀二 

議員   白石 雄二 

議員   武貞 誉裕 

議員   中嶋 浩二 

議員   永沼 嘉代子 

議員   山本 徳和 

議員   吉木 清文 

※ほか議会事務局 3名 

 

（4）式次第 

・開会 

・議会からの報告  

① 議会の役割 

② 各委員会の活動報告 

③ 第 5回カタリ場経過報告 

・テーブルトーク 

テーマ 『添田町の未来』 

・アンケート 

・閉会 
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２ カタリ場～未来会議～の振り返り 

（１）議会からの報告 

   ① 議会の役割  （報告者・中嶋浩二議員） 

議会の仕組みや役割、日々の活動について報告を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

  

   ② 各委員会の活動報告 

３つの常任委員会がそれぞれの活動内容や視察結果、重点取り組み事項について報告

を行いました。 

 

 （１） 総務文教常任委員会からの報告  （報告者 武貞誉裕議員） 

 構成委員…武貞(委員長)、山本（副委員長）、池口、吉木、畠田 

 

◆令和５年の重点取り組み事項 

新設添田小中学校建設後の学校跡地等の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※当日資料抜粋。詳細は 15ページをご覧ください 
中嶋議員 

※当日資料抜粋。詳細は 16ページをご覧ください 武貞議員 
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 （２） 産業厚生常任委員会からの報告  （報告者 白石雄二議員） 

 構成委員…白石(委員長)、櫻木（副委員長）、中嶋、永沼、合戸 

 

◆令和５年の重点取り組み事項 

歓遊舎ひこさんを中心とした観光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３） 広報広聴常任委員会からの報告 （報告者 吉木清文議員） 

構成委員…池口（委員長）、吉木（副委員長）、中嶋、合戸、畠田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ 第 5回カタリ場経過報告 （報告者 山本徳和議員） 

   第 5回カタリ場（令和５年開催）でいただいた意見や問題が現在どの過程にあるのか、

また、どのような解決策になったかを抜粋して報告しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当日資料抜粋。詳細は 18ページをご覧ください 

※当日資料抜粋。詳細は 19 ページをご覧くださ

い 

※当日資料抜粋。詳細は 20 ページをご覧くださ

い 

白石議員 

吉木議員 

山本議員 
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（２）テーブルトーク 

『添田町の未来』をテーマに、３つのグループに分かれて対話をしました。 

さまざまな意見や提案に、議員が回答や説明を行ったり、参加者同士でどのような解決

方法があるのか対策や対応について考えたりしました。  

  ① テーブル分け 

 

 

 

 

② 会場の様子 

   

   

 

③ 発表 

各グループでどのような対話が行われたのか、その内容をまとめて代表者が発表し、全

体で共有しました。 

   

   

 人 数 内  訳 

テーブル １ ９名 参加者５名、議員４名（畠田・武貞・櫻木・中嶋） 

テーブル ２ ９名 参加者６名、議員３名（合戸・池口・吉木） 

テーブル ３ ８名 参加者５名、議員３名（白石・山本・永沼） 
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３ ご意見とその対応 

各テーブルで出た意見や提案を集約・分類し、その内容を全議員で共有しました。 

また、いただいた意見等に対する回答をまとめ、回答ができないものは継続して調査・研究

を行うことを決定しました。ご意見に対する議会からの回答や説明は、その場で行ったものと

後日に調査して行ったものがあります。 

 

   

（１）まとめまでの手順  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ご意見と回答   

◆議会のこと 

ご意見 回答 

報告会や広聴会の今後は？ 

年一回しかできていないが増やすことはしない

のか 

議会全体で協議検討します。 

議会はこの町をどのような方向に持って行きた

いと考えているのか 

議会はチェック機関であるため、町が進める

方針を十分調査監視し決定していきます。 

議会は、町の重点をどのように考えているのか

（選択と集中） 

令和７年度、総務文教常任委員会では「新添

田小（中）学校に関する事及び各小学校の廃

校後の利活用について」、産業厚生常任委員

会では「英彦山及び歓遊舎周辺の観光」を重

点取組事項として調査・研究を行います。 

● 参加者の意見を聴く 

● テーマについて対話する 

● 各テーブルで出た意見を担当した議員がまとめる 

 

 
● 出された意見を集約し、分類する 

● 継続して調査・研究する項目に分類 

● 議員全員で共有し、回答をまとめる 

● 執行部（行政）へ「テーブルトークのまとめ」を渡し、

課題等の共有を図る 

● 報告書を作成 

● すぐに回答ができないものは、継続して調査研究を

行う 

● 継続調査について、年度ごとに進捗状況をまとめる 

住民と議会のカタリ場

～未来会議～開催

会場のまとめ

全員協議会にて

議会でのまとめ

所管する委員会で

継続して調査・研究



7 

 

◆広報紙のこと 

ご意見 回答 

町の広報活動の検討を（周知の徹底） 
町広報やライン等のＳＮＳの発信などにより、

周知徹底していきます。                                                    

 

◆役場職員のこと 

ご意見 回答 

対応が悪い 
今後も適切な対応が出来るよう、研修や指導

をしていきます。 

 

◆空き家対策・定住 

ご意見 回答 

二地域居住の拠点に（夏や週末などにおける 

第二の居住地）（テレワーク） 

二拠点居住についても、拠点として添田町を

選んでもらえるよう検討していく必要がある

と考えています。 

 

◆交通（ＪＲ、バス） 

ご意見 回答 

高齢者の交通手段について検討を 
タクシー助成については、利用しやすい制度

となるよう、更なる改正を検討していきます。 

 

◆町の活性化 

ご意見 回答 

八女・香春線・BRTを活用した特色ある振興を 

これらを支援しながら、引き続き地域と連携

して取り組んでいきます。   

定期的なイベント（にぎわいづくり）を定番化する 

 

◆農林業  

ご意見 回答 

添田町の農産物（名物）作りにもっと力を入れる 
生産者の意向があれば、田川普及指導セン

ターと協力して支援します。 

添田町の特産品（野菜・柚子胡椒など）をもっと

広める 

歓遊舎ひこさんを中心として、SNS等を通じ

てのアピールを検討しています。 

お米のブランド化を 

福岡県等が研究中の新品種が完成し、普及、

好評価を得られれば、JA等関係機関と検討

します。 
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◆観光・活性化 

ご意見 回答 

添田駅付近の花壇等を綺麗にしてほしい 

除草作業等は最低限必要な予算で実施して

おり、お花はボランティアの皆様にお願いして

います。 

添田公園を始め、さらに観光客を集めてほしい 
歴史と文化を大切にし、観光資源を活用して

いきます。 

添田公園の男子トイレの水の流れが悪い 

何度も役場に伝えているが改善されず 

「ボタンを長押しすると水が流れます」との注

意書きを掲示しました。 

カラオケ・楽器演奏などのステージイベントの 

実施を 

左記に特化したイベントは今のところ計画さ

れていません。 

観光や産業に様々な人が関わる仕組みづくりを 
関係人口、交流人口の増加に努めていきま

す。 

公衆トイレの洋式が少ない。観光客が失望する 

公共施設総合管理計画等に基づき、計画的

な配置や改修に向けて、予算要望等の協議

を進めます。 

 

◆商工業 

ご意見 回答 

歓遊舎ひこさんにて開催したふるさと祭りの反

応は？ 

歓遊舎の売上は下がったが、出店団体の全

体売上は前回より上回っていました。出店者

と協議し、来年度の実施について検討しま

す。 

若い人が住みやすくするように、業務用スーパ

ーを 

特定の業種、業者を対象とした企業誘致は行

ってないが、企業から進出の相談があれば、

迅速に適切な対応がとれるよう努めます。 

 

◆子育て支援 

ご意見 回答 

この町で子どもを育てたいと思えるような 

取組を 

健康、教育、経済面などに支援を図り、関係

各課と連携しながら取り組みます。 

 

◆生涯学習 

ご意見 回答 

シニア世代の力を活かしてほしい 

（時間・知恵・技能・労力など） 

今後も、シニア世代の知識や技術、経験を活

用した取組を展開してまいります。 
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◆スポーツ施設のこと 

ご意見 回答 

グラウンドゴルフ場のさらなる整備を 

グラウンドゴルフ場の砂が流れ出る場合はそ

の都度改善し、プレイに支障が生じることのな

いよう維持管理しています。 

 

◆水道設備、水道料金 

ご意見 回答 

かなり前から道路からの水漏れがある 

現地調査の結果、塩素反応を確認できなか

ったので、漏水ではなく、地下水と考えられま

す。  

おいしい水がどこよりも安く飲めるように 
今後も健全経営に心掛け、安全・安心な水道

水の供給に努力します。 

・運営にかかる経費を見直していく必要がある

のでは 

・近隣町村との連携（水道企業団）を検討しては

どうか 

今後人口減少等で経営困難が予想されるた

め、将来的には水道企業団との連携も検討

する必要があります。 

 

◆道路・河川維持 

ご意見 回答 

町内に歩道が少なく、速度を出した車が多く 

危険 

要望箇所は、道路事情や地域からの意見を

踏まえ、関係機関への要望を含め事業化に

努めます。 

不動川（宮町橋付近）から、濁った水が流れて 

くる 

小中学校建設の造成工事等での影響も考え

られます。 

オークホール裏の道を拡幅してほしい 

大型車が危険 

大型車を想定した道路構造ではないため、現

状、必要性等を踏まえ、関係課と協議します。 

危険な道の早急な対応を 

（車道に穴があいている） 
指摘された箇所は、対応済みです。 

 

◆学校のこと 

ご意見 回答 

子ども達が、将来自立できるようにするためのキ

ャリア教育の充実を 

児童生徒が自分の将来のキャリアに対し、関

心が深まるように取り組んでいきたいです。    

子ども達が通いたいと思えるような、自慢できる

学校づくりを 

同じ校舎で学び、自覚を高めたり、憧れや目

標となるよう、子ども達同士のつながりの中

でより良い学校となるよう取り組んでいきた

いです。 
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◆環境保全 

ご意見 回答 

真木団地周辺の線路沿いのゴミの不法投棄が

多発して片付けてもすぐにゴミが捨てられる 

ボランティアでゴミ拾いしている方に会って状

況を聞き、不法投棄看板やチラシで美化意識

を高めていきます。 

ワンヘルスを町全体で取り組む（住民理解と取

組の共有化） 

行政のみでなく、町民・事業者・各団体などと

一緒になって、議会もワンヘルス周知に取り

組みます。 

 

 

◆その他の意見 

新設小中学校の中に、飲食店を入れることができないか 

障がいの有無等に関係なく、誰もが自分らしく生きることができる社会を（多様性の理解を） 

めんべいの前の通りが暗い。ライトを付けれないか。 

誰もが集まれる場所づくり（子どもも高齢者も障がい者も） 

花を植えるなど、もっと景観をよくしたいが、後継者がいない 

人口の増加を（目指せ１万五千人） 

・人口減少の想定とそれに合わせたまちづくりを 

・移住者や帰郷者が暮らしやすい町へ 

町がどこを目指しているのかわからない。目標を絞ってほしい 

ヨーロッパのように、町にあるものを磨いて活かすまちづくりを 

添田駅から、歓遊舎側の旧線路後を歩道にしてはどうか。 

生活環境の素敵な住みやすい町になるように 

自然と農林業を活かしたまちづくりを。 

添田駅から、歓遊舎側の旧線路後を歩道にしてはどうか。 

定期的なイベント（にぎわいづくり）を定番化する 

生活環境の素敵な住みやすい町になるように 

 

 

（３）町（行政）との共有 

       課題の早期解決に向けて、令和７年２月２５日開催の庁議にてカタリ場でいただいた 

意見を報告・共有しました。 

 

     ※庁議とは…町長・教育長・各課長等が集い、町行政に関する基本方針及び重要な政策の決定など

のために行われる庁内会議のことです。 
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４ 今後の取組（重点項目） 

カタリ場で出された意見は分野ごとに分け、重点的に取り組む事項などを決定しました。担

当委員会で問題解決に向け、さらに議論を進めます。取組の結果は、議会広報紙やホームペ

ージ、次回のカタリ場でご報告いたします。 

 ◆令和７年の重点取り組み事項 

・新添田小（中）学校に関する事及び各小学校の廃校跡地等の利活用について 

担当委員会：総務文教常任委員会 

        武貞(委員長)、山本（副委員長）、池口、吉木、畠田 

・英彦山及び歓遊舎周辺の観光  

担当委員会：産業厚生常任委員会   

  白石(委員長)、櫻木（副委員長）、中嶋、永沼、合戸 

 

 

５ おわりに 

この度はカタリ場にご参加いただきました皆様から、町政に関して多くの貴重なご意見を聴

くことができました。添田町議会より感謝申し上げます。 

今回は「添田町議会基本条例」が制定されて初めてのカタリ場でした。 

この議会基本条例は「町民に開かれた議会及び議員活動の活性化と充実」（第 1条）を目的

としており、さらに「議会運営における最高規範」（第２１条）と定められています。 

このように、議員として順守すべき本条例には「広聴活動及び議会報告会をそれぞれ年１回

以上開催し、議会の説明責任を果たすとともに、広く町民の意見を聴取して議会活動に反映

させる」（第 9条 6項）ともあるため、今年度のカタリ場は例年とは違い、広聴活動と議会報告

会の両方に重きを置いたものとしました。 

ただ、議会としてそれを十分に説明ができていなかったため、例年どおりのカタリ場を想像

された参加者の方からは「広聴活動の時間が短く、議会報告の時間が長い」というご意見がい

くつか見受けられたところです。 

来年度以降については今回いただいたご意見を受け、十分反省した上で広聴活動も議会

報告会も、両方ともに力を入れるという添田町議会議員全員の共通認識はそのままに、よりよ

いカタリ場を目指していきます。 

対話でいただいたご意見については、今後の議会活動に活かし、しっかり報告ができるよう

に努めてまいります。 

議会は、まだまだ多くの声を聴くことが必要です。より多くの皆さまにご参加いただけるよう、

広聴活動及び議会報告会の内容を充実させてまいります。 

今後とも、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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６ 当日配布資料  

 

メモ 

第６回 住民と議会のカタリ場 ～未来会議～ 

と き： 令和６年 11月 16日（土） 18:30～  

ところ： オークホール  

 

【次第】 

 

【トークルール】 

１８：３０ 

 

18:35 

 

 

 

 

19:20 

19:3０ 

19:35 

 

20:20 

20:25 

20:30 

開会あいさつ 

・議員の紹介 

議会からの報告 

・議会の役割説明 

・各委員会の活動報告 

・第５回カタリ場経過報告 

質疑応答 

休憩 

テーブルトークに入る前に 

意見交換（テーブルトーク） 

テーマ「添田町の未来」 

アンケート 

閉会あいさつ 

終了 

・相手の話を聴きましょう 

～うんうん、なるほど！～ 

 

・ほかの人の意見を否定しないで 

 

・多くの人が発言できるようにしましょう 

～話すときは簡潔に～ 

 

     ご協力をお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次第 
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◆議会からの報告 （添田町議会の役割）  
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◆議会からの報告（総務文教常任委員会） 
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◆議会からの報告（産業厚生常任委員会） 
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◆議会からの報告（広報広聴常任委員会） 
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◆議会からの報告（第 5回カタリ場～未来会議～ご報告） 
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21 

40代

35%

50代

17%

60代

18%

70代

18%

80代～

12%

② アンケート集計結果 

第６回 住民と議会のカタリ場～未来会議～ 

アンケート集計結果（会場：オークホール） 

                                                 

 

一般参加者数１７名    

アンケート回収数１７名（回収率１００％） 

 

◆年代を教えてください  

 

    

 

 

 

  

 

 

 

◆本日の会はどうでしたか 

  

 

 

 

 

  

10代 0 人 

20代 0 人 

30代 0 人 

40代 6 人 

50代 3 人 

60代 3 人 

70代 3 人 

80代～ 2 人 

合計 17 人 

良かった 14 人 

まあまあ良かった 2 人 

あまり良くなかった 1 人 

良くなかった 0 人 

未回答 0 人 

合計 17 人 
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その理由 

よかった 

何の委員会があって、何をしているのか知ることができた（50代） 

初体験でした（50代） 

いろいろな人の意見がきけて楽しかった（70代） 

あまり 

良くなかった 
テーブルトークの時間が短すぎた（40代） 

 

◆時間はどうでしたか 

 

 

 

◆時間の感想 

 

 

 

 

◆本日の会をどうやって知りましたか ※複数回答可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆議会だよりを読んでいますか  

 

 

 

 

 

 

 

ちょうど良かった 対話の時間は短い（40代） 
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◆議会だよりの感想 

税金がどのように使われているか、分かりやすくできている（50代） 

議会の事がよく分かった（70代） 

議会（委員会）のやりとりがより見えるといいな（40代） 

町報もかたいのでデザイン等一新してほしい（40代） 

 

◆今後、開催する場合にどのような内容を希望しますか ※複数回答可 

 

 （内 容） 

 

 

 

 

    

                                                                                                                                      

                                       

（曜 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                          

 

（時間帯） 
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◆今後も機会があれば参加したいと思いますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自由記入欄（気づいた点や発言できなかった事、意見、要望） 

皆さん添田町を真剣に考えていらして未来を大変よく考えておりました。将来がそのとおりになって

欲しい。（80代以上） 

各地区、高齢化が進んでおり、草刈り等大変なので、どうにかしてほしい（40代） 

いろいろな意見で良い方向へ行けばよいと思います。（70代） 

・議会からの報告が長い。「何のための報告か」がよく伝わらなかった。 

・基本条例の制定に関する意見交換会を実施してもよかったのでは。 

・継続してやることも大事です。今後のカタリ場が議会の政策サイクルにどうつなげるか、進化を期待

しています。お疲れさまでした。（40代） 

人数は今回位がちょうど良い（60代） 

意見交換にもっと時間が欲しい（60代） 

議長さんのあいさつが長かったです。 

議会からの報告ももっとうまくまとめて発表しては？ 

全体の時間配分がグチャグチャで、せっかくの「カタリバ」がもったいなかったと感じました。（40代） 

もっと具体的な案を考えられたらよかった。（40代） 

議会としての意見を聴きたい（70代） 

 

 


